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研究成果の概要 

「虫こぶ」は，昆虫が幼虫期間に外的から身を守るためのシェルターであり，植物の栄養をとって

過ごす餌場である．本研究以前に，「虫こぶ」の特徴は，内部細胞のカルス化，表皮のリグニン化，

道管の発達を確認し，これらを虫こぶ構造の三大要素と考えた． 

そこで，本研究の目的は，①虫こぶ形成に関わる分子「昆虫キー分子 CAPペプチド」の生成メ

カニズムを解析し，②植物ロック解除後機構の解析を行い，③世界初の，虫こぶ誘導昆虫と宿主

植物のペアでの虫こぶ形成のモデル系を開発し，異種高等生物間相互作用研究のベースを創生

することにより，実際の共生・寄生のキー＆ロックモデルを検証することである． 

現在までで，虫こぶ形成に必須の因子を同定し，虫こぶ形成昆虫なしで，人工的に虫こぶ様器

官の構成に成功した．さらに，網羅的遺伝子発現解析より，人工的虫こぶ様器官と天然の虫こぶ

で，90%ほどの遺伝子が同様に発現変動することがわかった．ここで，宿主植物に選定したムシク

サの全ゲノム解読を完了したことから，非モデル生物であるムシクサの遺伝子のゲノム上の位置や

その発現量の情報を正確に取得することができた． 

以上のことから，虫こぶ形成誘導因子として必要十分な分子の特定に成功した． 

また，虫こぶ形成誘導因子の候補抽出に使用した Ab-GALFAが，寄生・共生のエフェクター探

索ツールとして広く使用できること示した 1)． 

さらに，CAPペプチドのバイオスティミュラントとしての利用について，研究と開発を進め，近い

将来に，社会で応用利用される予定である． 

一方，有機化学を専門とするさきがけ研究者・村上博士との共同研究から，複数の植物生理活

性物質を同定した．また，揮発性物質のMS分析を専門とするさきがけ研究者・関本博士との共同

研究から，野生種トマトの葉から発する揮発性物質について，殺虫効果をもつ物質や，昆虫忌避

効果をもつ物質を同定した． 
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